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他動スライディング法による点字導入期における指
導実践





その他のタイトル Teaching of Braille Reading through the Guided
















































は行われにくい状況(藤谷、 1986:益I]・楠j京、 1988: 
五十嵐、 1993)が指指されているが、これは日々、先輩
の教育に携わる iやでも感じることが多い。このことを背


































対象 'It 指導開始年月日 1(:)宍l
視力値
/1 1し:1ニコh三 学年 1ヨ 両IR
A ~~ 平成 25年4月 先天性視神経低)1:;成 I 50 C 1 。 50 C 11指数小学部第 l学年
B 女 平成 24!tl:_=. 10子会)=J主1"- 顕蓋11;頭J主による 0.03 。 0.035 小学部第 l 視神経庄迫
3 指導方法
基本 I~I(] な j住専方法は、他部Jスライデイング法(主主日3 ・
稿!京、 1988)に基づいて行った。この指導プログラムで









WJ j旨i革命'j戎 指導項 I~I
i他動スライ 1 iT号音 1 )学習行 l文字読み













4 5 i女 IEi涜平 100%
4 5i女 五三i充平95%
3 )既習単M~ 1文字読み 200枚 Bニit率85%
J]他動・自主)] 1 i青音 1) 1文字読み 4 5 ~女 :lE~売率 90% ]文字4秒
スライディン 2 )単語読み 200枚 IE~売率 90% l文字2秒
グ併JlJWJ 3 )句読み 100枚 jJ~~売率 90% 1分IJ40マス
21足音長音 1 )促音符長音符 2 0 i女 IE読率 100%
2) .ti ~1~' Mcみ 100枚 正読率 90% lマス 2秒
3 )句読み 5 0枚 正読平 90% 1分間 40マス
3 i~~立1ヨ・ニ、1::;リd汀qギl三!f 1) 1文字読み 2 5 ~女 IE読平 100%
2) tie詰読み 100枚 正読率 90% ]マス 2秒、
3 )句読み 50枚 IE読ヰ~ 90% 1分!日140マス
J]}白羽Jスライ l復習 1) 1文字読み 70枚 正読~~ 100% 1文字2秒
ディングWJ 2 )単語読み 400枚 .i1 ~Jé ~~~ 90 % 1マス 0.6秒
3 )句読み 150枚 j1読率 90% ]分IJ80マス
2 ~幼音 1 )単語読み 100枚 正;涜率 90% 1マス 0.6秒
2 )短文読み 100文 1分I'J100マス
IV完成mJ 1文章読み 100文 1分間 120マス












が、プログラムヰIr 1清音 1)学習行 l文字読み」は


































































指導月日 平成25年 j 平成26年 合格セット数 1セット
J1J 指導項目 4 5 6 7 8 9 10 1 12 2 平均枚数
前年度実施済み
1 J~J 1 -:2) 噌 1梅 4/10~5/17 16セット 46枚
1 -3) 4/16~6/7 22セット 30枚
J - j) 婦が 6/10~6/12 3セット 46枚
i一之) 6/10~9/18 28セット 40キ文
1 -:ぅ) 6/28~ 1 0/8 29セット 25本文
:2 -] ) 司令 8/30 1セット 20本文
lJ与i:2 -:2) 噌 R， 9/5~ 1 0/10 16セット 25枚
:2 -:3) 4令 10/9~10/17 6セット 25枚
母一一争 9/24~10/10 9セット 15~25枚
3 -:2) ~砂 9/24~ 1 0/17 17セット 20牧
:3 -:3) 4惨 10/15~ 1 0/23 8セット 25字文
司令10/18~ 1 0/31 15セット 25~45枚
1 -2) 4一一~ 1 0/29~ 12/9 28セット 50枚
I 月| ~ 11/6~11/22 8セット 50枚
2 -1 ) 喝一一一一惨 11/19~12/13 20セット 18枚











① 1 ~UJ から亜 ~~nの指導結果
B児は、第 1学年の途Iで皐字から点字への切り
替えを行った。塁字での読速度は 30文字/分程度か
ら{13びず、平成 24 10月より週 1IT 30分程度の点
字指導を開始することとした。この|時点では、翠字の
読み指導も並行して行っている。 点字への移行を決定


























WI 指導現 I~I 2 3 4 5 6 
未実施
1 Jtl 1-2) 噌一一+ 2/4~2/1 0 
1-:ぅ) 唱 酔 2/4~3/11
1 -1) や 3/11
1-2) 















3/什 ~7/10 14セット 40枚
5/1~7/10 8セット 50枚




















... 7/15~7/16 4セット 25枚
喝事炉 9/4~9/11 3セット 25枚
噌争 9/4~9/16 9セット 25枚





になった。平成 26 年 9 月には、 m~m も終了している。
Fig.4 B究 E期短文読み
②完成~~)j の指導方法と結果について
部 ~~)j までの指導の終了後、 A児と同様の方法で指導
を行った。 Fig.5にその結果を示した。







することができた。 国J!j終了1寺に 1分間 100マス読速度


















JIf Jf，羽ml'l IO~ :2 3 5 6 7 8 9 10 11 








た。対象2~I の児童も I Wi ~ I J!n前半までは、合格まで















2 3 4 5 6 7 9 平均枚数
59セット
I Wf 1--:n H24.12111 ~10/10 73セット F==: 
1 :3) 2/11~10/24 82セット 30枚
1 1) ‘一一一一.. 10/15~11/22 18セット 46枚
1-:2 ) 10/24~1/17 34セット 40枚
1 -:，) 12/11~ 2I 10 19セット 25枚














成26年9月までに、 IJ~!)~ を終了した。 IIJ明は、右手が
延べ117セットを要しているのに対し、左手は、延べ




++ 1/ト 1/28 10セット 25枚
.. 12/5~12/9 3セット 25枚
4一一... 12/12~1/23 17セット 20枚
.. 1/27~2/3 5セット 25枚
‘. 2/3-2/17 5セット 25~45枚
修 2/げ~7/17 32セット 50枚
2128~717 21セット 50枚
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? ? ? ??
る。 m~Jj はスライデイングのスピードを高め触読できる 静岡ビジョンの会 (2000)全吉児のための指導一計匝iモデル-1主語
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